
プログラミング概論

第15回 2024年1月17日

レポート作成
App InventorとJavaScriptの比較
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今回の授業内容

• JavaScriptとAppInventorでピアノを
つくって作業時間を比較

• JavaScriptとAppInventorで太鼓を
つくって入力時間を比較

• JavaScriptとAppInventorで的当てゲー
ムをつくって入力・作業時間を計測

• 両者の違いについてレポートを書く
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JAVASCRIPTとAPPINVENTORで
的当てゲームをつくって入力・作業時
間を計測
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入力時間・作業全体にかかる時間
を計測しそれぞれ比較を行う

1. ピアノアプリのJavaScriptファイルを
NotePad++で開き，的当てゲームとの共通個所を
除いて削除＋赤文字部分を追加・修正

2. ストップウォッチスタート
3. 的当てゲームの枠内を入力する
4. 入力が終わったらかかった時間を記録し，動作

確認を行う
5. うまく動くようになるまで修正を繰り返し，動

いたら最終的な作業時間を記録する
6. 続いてAppInventerで改めて的当てゲームを作

成し，作業全体にかかる時間とブロック配置に
かかる時間をそれぞれ計測する
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全体の作業時間
（動くなるようになるまでの時間）： 分 秒

点線内の入力時間： 分 秒

ブロックの配置にかかった時間： 分 秒

プロジェクトを新規作成してから正しく動くことを
確認するまでにかかった時間： 分 秒

App Inventor

JavaScript



6

キャンバスを配置する
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背景を設定する
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球をつくる
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的をつくる
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一定の間隔で繰り返す処理をつくる
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JavaScriptに合わせたプログラム



両者の違いについてレポートを
書く
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第4回課題レポートについて
• タイトル

– AppInventorとJavaScriptの比較

• 内容
– 開発効率などの視点から両者の違いについて調査
を行い，結果について考察する

• 提出方法
– 前回と同じ

• 提出期限
– 1月30日（火）23:59

• 文字数
– 1200字以上
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第4回課題レポートについて
• 注意点

– 決められた構成で書く

– 「目的」は2つの開発方法のメリット・デメリットを
比較することであって，単位の取得ではない

– 「方法」については第3者が再現できるよう詳細に
実験方法を書くこと（授業で指示されたとおりに
やっただけだとしても）

– ○分○秒といった計測結果は「結果」の章に入れる
こと（当たり前のようだが，なぜか例年「方法」の
章に書く学生が何名もいる）

– ウェブページや書籍などを参考にした場合は，必ず
出典元について明示すること（講義資料を除く）

– 「表」または「図」を1つ以上入れること 14



第4回課題レポートについて
• レポートの構成

1. 背景および目的

2. 方法

2.1 開発全体にかかる時間の調査

2.2 入力にかかる時間の調査

3. 結果

4. 考察

5. 結論

＜参考文献＞
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実験方法について
ここにそれぞれ
説明を書く計測結果について

はここに書く

章見出しも節見出しも
変更しないこと



お知らせ

本日の授業が最終回ですので
授業評価アンケート
に回答してください。
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